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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
自
由
帳

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
６
５
１
Ｚ

【
作
者
名
】

　
青
山
 

黒
美

【
あ
ら
す
じ
】

　自
暴
自
棄
に
近
い
自
由
帳
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 ２
０
０
個
の
ダ
イ
ヤ
を
親
指
で
打
っ
た
。
時
間
に
し
て
約
３
分
程
度
だ
ろ
う
か
。

 几
帳
面
に
、
白
黒
十
個
ず
つ
だ
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
、
い
け
な
い
。
な
の
で

黒
の
ダ
イ
ヤ
を
一
つ
を
消
し
た
。

１
９
９
個
の
ダ
イ
ヤ
。

ス
タ
ー
ト
。
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狂
っ
た
果
実
を

果
実
を
一
口
か
じ
る
。
味
は
し
な
い
。
皮
の
色
は
黒
、
実
は
白
い
。

無
臭
。
 

食
感
は
林
檎
と
い
う
よ
り
梨
の
よ
う
だ
。
水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
 

「
レ
テ
ィ
カ
？
」

「
マ
ウ
ル
、
ク
ロ
ウ
ニ
ェ
…
」
 

「
パ
テ
ィ
ス
、
ア
ラ
ロ
ウ
ネ
、
シ
ュ
テ
ィ
？
 

パ
ス
ゥ
ロ
ア
ン
ネ
？
」
 
 
 

「
ロ
ッ
…
…
。
カ
ミ
ュ
ウ
ル
…
ネ
ッ
ツ
ァ
」

「
パ
テ
ィ
ウ
ロ
！
！
 

カ
、
カ
テ
ィ
ミ
ュ
、
サ
バ
ァ
ア
サ
ァ
！
！
」

女
は
急
に
怒
り
だ
し
て
男
を
罵
倒
し
だ
し
た
。
部
屋
の
壁
に
は
白
と
黒
の
タ
イ

ル
が
交
互
に
規
則
正
し
く
張
ら
れ
て
い
て
、
天
井
は
薄
暗
い
赤
だ
っ
た
。
そ
こ

か
ら
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
垂
れ
下
が
り
、
ガ
ラ
ス
の
細
か
い
装
飾
に
時
折
光
が
ち

ら
つ
く
。

男
が
悩
ま
し
げ
に
手
の
平
で
も
っ
て
顔
を
擦
り
つ
け
て
い
る
と
、
女
は
着
て
い

る
赤
い
ド
レ
ス
を
強
引
に
引
っ
張
る
様
に
し
て
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。
 

「
パ
テ
ィ
ウ
ロ
…
…
」

ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
た
男
が
そ
う
呟
く
と
、
天
井
か
ら
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
落
ち

て
き
た
。
 

男
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
に
殺
さ
れ
、
女
は
ド
ア
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
 

狂
っ
た
果
実
が
床
に
転
が
る
。
部
屋
の
中
で
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
曲
が
流
れ
始
め
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た
。

無
作
為
で
出
鱈
目
な
曲
。
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獅
子
舞
い

真
夜
中
、
寺
の
本
堂
に
て
、
獅
子
が
舞
う
姿
を
見
た
。
あ
の
カ
チ
カ
チ
と
歯
を

鳴
ら
す
音
は
私
の
耳
へ
と
容
赦
な
く
入
り
込
み
、
胸
の
奥
底
の
不
道
徳
な
る
映

像
を
呼
び
起
こ
し
た
。

我
が
和
尚
の
不
埒
な
る
行
い
。

私
は
獅
子
に
近
づ
い
た
。
す
る
と
獅
子
は
尚
更
に
荒
々
し
く
踊
り
、
威
嚇
す
る

よ
う
に
歯
を
強
く
鳴
ら
す
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
夢
に
違
い
な
い
と
思
い
つ
つ
も
、

広
い
本
堂
で
た
だ
踊
り
狂
う
獅
子
の
姿
は
そ
れ
で
も
鮮
や
か
に
写
っ
た
。

そ
れ
は
和
尚
の
不
埒
な
る
映
像
と
同
等
、
私
の
心
に
焼
き
付
い
て
放
れ
ず
に
い

る
。

あ
の
狂
乱
た
る
舞
い
は
、
私
が
和
尚
に
向
け
る
怒
り
の
表
れ
な
の
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
あ
の
音
は
…
…
。
 

許
せ
と
響
く
の
だ
っ
た
。

『
三
島
文
学
を
破
壊
、
そ
し
て
大
宰
論
の
否
定
へ
』

よ
い
年
を
願
う
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ジャポニカ自由帳
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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